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(a）全体を1つの気体として、状態方程式をたてると
P・ 2V=n R T

にん。
( b ) U=2nRTより

しこまれたーーい

（2 合わせて
A n [mo l ] B
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(C）自由に気体が行き気できるので

PA=DBm ⇒でんとする。

状態方程式をたてると
四mP'V=ART・・・① BEV=13R・2T・・・②

↑
物質量は合わせて n [mo l」なので Tがちがうので

n=が十ML・・・③
全体で1つの気体にでき
ない
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② を 変 形 し て

I P ' V = nBRT・・・②'
①+

#

'をして7nA+MB）を作る｡

2p'V=(nA tMB )RT
③ を 代 入 し て

I R V = n R T :.P'=といい
(d)
（2）のときの内部エネルギーUを計算する。
MA、MBをだすのが面倒なので U = 2 PVで計算する。
U'= U A + U B 3
=2p ' v + IP ' V にかいいの
= 3 P ' V

=3の1_「V
= 2 n R T

（1）から内部エネルギーの増えた分が、加えた熱量Qであるので
Q = U ' - U
= 2 n RT-2NRT

=いい



は 続

（3）気体が外に仕事をせず、外部との熱のやりとりも
ないことから、内部エネルギーは保存する。

※（1）→（2）ではBをあたためているので熱のやりとりがある。

前○（（2）の時 後
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B A○の

%

が：
2 T

(U'=2nRT

後の全体の内部エネルギー
じはじ=2nRT '

前後で内部エネルギーが保存するので
2 n R T = 2 n RT '

た I t
※解答では（1）→（3）での内部エネの変化を追っている。

U、 + Q = U "
なじめ んで熱最後

⇒ I n R T + I nR T= 2 nRT' ：.T'=エ、，


